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『西洋古代史研究J第 4号をお届けいたします。本号には，ハイデjレベルク大学の古
代史ゼミナールに属するトーマス・コルステン博士からアイトリア関盟に関する 3冊の

書物についての書評を投稿いただきました。また，論説，研究ノート，書評以外に，

「提言」と題して，現代を生きる研究者の問題関心を問いかけるヱッセイを掲載いたし

ております。ご検討いただければ幸いです。

昨年の『史学雑誌、J5月号「回顧と麗望・ローマjの項で御紹介いただいて以来，本
誌についての問い合わせを受けることがしばしばあり，投稿できるのかという御質問も

ありました。そこで，本誌について，改めて説明させていただきます。編集子は4年ほ
ど前に，事務局を担当していた古代史研究会を，活性化のために再編するにあたって一

時休会いたしましたが， その際ニューズレターを発行することを考え，古くからの古代

史研究会の会員にエッセイの執筆を依頼しました。 しかし， その作成過程で， ニューズ

レターではなく研究誌作成の意義を強く感じるようになり，内容はエッセイ集でしたが，

本誌の第 l号を作成することとなりました。ただ，作成経費等の関係から， その後は編
集子自身と編集子が主宰する京都大学大学院文学研究科古代史演習のゼミナリステン，

およびその OBの研究活動のための雑誌となり， 現tEに至っております。 したがって，

本誌は， 編集子自身が共同研究を依頼した外国人研究者の投稿を別にすれば， 京都大学

の西洋古代史研究の年次研究報告書であります。本誌はこのようにやや根定された性格

のものであり， それをより厳密に示すために， 本号から発行主体などの記載を変更いた

しました。もっとも，執筆者は限られているものの，本誌の内容は広く陛界に向けて関

かれるようにしたいと願っている次第です。読者各位には今後とも御教ポ御叱正をよろ

しくお願い申し上げます。幸いなことに， 古代史研究会のホームページが若手会員の手

で近々開設されると聞いており， 編集子の最初の計画であったニューズレターも， 新し

い形で実現できそうです。

なお，昨年9月20日に京都駅前のキャンパスプラザ京都において編集子が主宰しま
した COE研究会国際会議「古代世界における物質文化，意識そして歴史的アイデン
ティティ」には多数の研究者の方々が御参加下さり，本当に嬉しく思っております。英

文の会議記録を作成し， 国内外の研究機関に送付いたしました。御覧いただければ幸甚

に存じます。(南川高志)
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